
ソーラーシェアリングとは、太陽の恵みを農作物と発電

でシェアする仕組みのこと。市議選政策で掲げた「食と

エネルギーの地産地消」を推進するためにも、一石二鳥

の取り組みだと注目していました。8月に「食とエネル

ギーのテーマパーク」を目指すさがみこベリーガーデン

(神奈川県相模原市)のスタディツアーに参加しました。
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ソーラーシェアリングを広めていこう！

　　　　　さがみこベリーガーデンは、東京

　　　　ドームに匹敵する広さ約5ha、農業

　　　　振興地域と い う 将 来 に わ た り 総 合 的

に 農 業 を 守 り 育 て る た め に 指 定 さ れ た 土 地 で

す 。 所 有 者 か ら 借 り 受 け た の が ７ 年 前 、 当 時

は 草 が 生 い 茂 る 耕 作 放 棄 地 だ っ た と い い ま

す。

風を感じながら、山川代表よりお話を伺い
ました。

い そ う 。 ま た 雨 が よ り 細 か く 落 ち る の で 、 農

作物にとってもより良い環境となります。

　 再 エ ネ に 対 し て は 、 メ ガ ソ ー ラ ー に よ る 環

境 破 壊 と い う 悪 い イ メ ー ジ を 持 た れ る こ と も

あ る よ う で す 。 だ か ら こ そ 、 自 然 、 地 域 、 農

地 へ の 配 慮 が あ る 「いい再エネ発電所」 を 応

援 し て ほ し い 、 そ れ が社会を変えていくこと

にもつながると伺いました。

　 食 べ 物 の 産 地 と 同 様 、 エ ネ ル ギ ー も ど こ で

何 か ら で き て い る の か 、 意 識 を 向 け る こ と が

当たり前になるようにしたいものです。

　　　　　

　　　　　日野市ではこのような大規模な展

　　　　開は難しいと思いますが、長期スパ

　 　 　 　 ン が 見 込 め れ ば 、 小 規 模 で も 必 ず 投

資 は 回 収 で き ま す 。 逆 に 売 電 収 入 が あ れ ば 、

農業を生業として継続しやすくなる面 も あ る

はずです。

　 た だ 、 相 続 の こ と を 考 え る と 二 の 足 を 踏 ん

で し ま う か も し れ ま せ ん 。 や は り 都 市 農 地 の

相 続 税 の 仕 組 み を 変 え て い か な く て は 、 と 参

加者と話し合いました。

　 少 し づ つ 学 び を 深 め な が ら 、 議 会 で の 提 案

に つ な げ て い き た い と 思 い ま す 。 ご 関 心 の あ

る方ぜひご一緒に！ 

　準備期間を経て３年前から来場者を迎え、

今は約半分程度まで段階的に整備が済んでい

るようです。ブルーベリーだけでなく、いち

じくやワイン用のぶどうも栽培しています。

養 蜂 も や っ て い て 、 お よ そ 10 万 匹 を 飼 育

し 、 年 間 200 ℓ の ハ チ ミ ツ が 採 れ る そ う 。 収

穫したブルーベ

リーは福祉事業

所でジャムに加

工してもらい販

売しています。

　　　　 パネル全体で約600kw、約150

　　　　世帯分の発電量になります。パネル

　　　には２種類あって、幅が細い方は

ソーラーシェアリング専用で、風が抜けやす

パネルが日差しを和ら
げて、農作業しやすい

という利点も。



　タブレット学習が子どもの脳へ及ぼす影響を不安に感じるという市民の方の声を受け、大阪
教育文化センターの田中康寛さんを講師に迎え学習会を開催しました。（7月16日 主催：生活
クラブ運動グループ　日野地域協議会）
　子どもは手を動かすことや体験を通して、脳に回路が構築され発達していきます。タブレッ
ト学習によってその機会が奪われることで、学力や体力の低下、人間関係が築けない、などの
弊害が顕著に表れているといいます。一方でICTの教育効果は、確固たる証拠はほとんどあり
ません。子どもの発達を第一に考えたものではなく、巨大企業の成長戦略の一環としての「教

まちづくりの主役たち
       ～NPO法人日野すみれ塾～

家 庭 の 状 況 に よ っ
て 子 ど も が 学 ぶ 機
会 を 失 わ な い よ う
に し た い と 、 2018
年 に 立 ち 上 げ ら れ
た 無 料 塾 で す 。 今
年 の 5 月 に NPO 法
人となりました。

編集後記：さんまや鮭、練り物に使う白身魚など、不漁により値段も上がると言うニュース。温暖化の影響ですかね。
　　　　　日野市では再エネ切り替えの補助金が少しだけ出ています。お家のエネルギーを再エネに変えてみませんか。

タブレット学習、ホントにこのままでいいの⁉
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水辺の生き物調査、実施しました！

夏の暑さを鑑み、今年から実施時
期を5月に。
水量、水温、水質の変化が小さな
生物に及ぼす影響は計り知れませ
ん。ささやかな調査ですが、小さ
な命と向き合い、発する声なきメ
ッセージを感じ取っていきたいと
思います。

NPO法人日野すみれ塾
HP

柔軟剤や抗菌洗剤などの身近な日
用品がひき起こす健康被害につい
て、広く知ってもら広く知っても
らいたいと開催しました。
（10月3日～30日＠多摩平の森
　ふれあい館展示スペース）

（主催：生活クラブ運動グループ
　　　　香害パネル展チーム）

～オンライン学習会報告～

育」のあり方に、デジタル教育先進国では、保護者を中心に制限や禁止等を求
める動きがあります。
　「何となく知っているつもりでいたけれど、改めてことの深刻さに気が付い
た」「言葉の習得が阻害されていることは、あらゆる問題の元になっていると
気づいた」「学習会に参加した保護者とつながってアクションを起こしていき
たい」など、様々な感想が寄せられました。
　答えは簡単ではありませんが、だからこそ共に一歩でも前に進めていけるよ
う、色々なところから声をあげていきたいと思います。

こ こ は 学 び た い 子 ど も と 関 わ り た い 大 人
が 出 会 う 場 所 。 教 育 を お 金 と サ ー ビ ス の
交 換 だ け に し た く な い 、 こ こ で 学 ん だ 子
ど も 達 は 社 会 へ 還 元 し 、 次 の 世 代 に つ な
い で ほ し い と 代 表 の 仁 藤 さ ん 。 子 ど も を
気にかける大人がたくさん
いる地域にしたいとのこと。
皆さんも色々な形で関わっ
てみませんか。

おやつを作ろう！Let‘s Cooking

昨年までの流しそうめんの企画
を、今年は涼しいところでお菓
子作りに変更（8月19日）。 
子どもたちと一緒にクレープと
パウンドケーキを作りました。
まずは一人で卵を割ることから。
1人2個の卵を割り、お菓子を作
りました。

法人設立記念イベントの
様子（８月）

（主催：日野地域協議会）

（主催：日野地域協議会）

香害パネル展を開催

https://www.hino-sumirejyuku.com/%E6%A6%82%E8%A6%81
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